
単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【環境政策課・水政

課】

琵琶湖総合保全対策 6,570 琵琶湖の総合保全の着実な推進に必要な調査・検討等を行い、琵琶

費 ( 8,995) 湖・淀川流域圏の再生に向けた取り組みを行う。

○一 6,570 １ 琵琶湖淀川流域圏再生推進事業 6,570

「琵琶湖淀川流域圏再生構想」の具体化に向け、琵琶湖・淀川

流域の実情に即した統合的流域管理のあり方とその実行を可能と

する仕組みを検討するとともに、さまざまな機会を通じて国をは

じめ関係者に提案する。

環境政策推進費 62,964 持続可能な社会づくりを推進するため、総合的な取り組みを実施す

(154,887) る。

諸 29,650 ○新１ 環境総合計画の推進 1,702

滋賀県環境基本条例に基づき平成16年３月に策定された環境総

合計画について、その後の環境、社会、経済等の状況変化等を踏

○一 33,314 まえて改定を行う。

環境管理対策費 26,022 環境基本法や環境基本条例等に基づき、健全で質の高い環境の確保

(28,953) を目指す。

１ 工場・事業場の環境汚染防止対策事業 7,226

○一 26,022 工場・事業場が自らの環境汚染防止対策を点検し、改善する取

り組みを支援するため、環境汚染防止専門技術員が工場や事業場

に立入り、環境汚染防止対策について技術的支援を行う。

新エネルギー導入戦 46,203 「しが新エネルギー導入戦略プラン」の着実な推進を目指して、重

略推進費 (65,397) 点的な取り組みを進める。

１ 太陽光発電設置促進滋賀モデル推進事業 42,080

○－ 46,203 太陽光発電設備の新規設置を伴う家庭での省エネ活動の促進を

図るため、電気事業者と余剰電力を売電する契約を締結した個

人に対し、その余剰電力量に対して一定額を助成する。

２ バイオディーゼル燃料利用推進事業 3,100

バイオ燃料利用を促進するため、民間路線バスでの実証的な利

用に対して支援を行う。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

地球温暖化対策推進 55,335 滋賀県地球温暖化対策推進計画に基づき、総合的な取り組みを実施

費 (24,738) する。

財 830

１ 地球温暖化対策推進事業 12,577

○－ 54,505

(1) 滋賀県地球温暖化防止活動推進センター事業 7,000

滋賀県地球温暖化防止活動推進センターとして指定している

（財）淡海環境保全財団に対し、温暖化対策事業を委託する。

(2) 県庁ＥＳＣＯ(エスコ)導入推進事業 1,391

滋賀県庁地球温暖化対策実行計画に基づき、県庁ＥＳＣＯ

事業を導入する。

○新２ 協働による「家庭ＣＯ２削減プログラム」推進事業 11,377

企業との協働により家庭向けＣＯ２削減プログラムの普及を図

る。

環境学習推進費 13,398 「滋賀県環境学習の推進に関する条例」ならびに「滋賀県環境学習

(23,011) 推進計画」に基づき、体系的・総合的な環境学習を推進する。

１ 環境学習支援事業 12,643

財 830 環境学習支援センターを運営し、地域で環境学習や環境保全活

動に取り組むリーダーや団体のネットワークづくりを支援する。

○一 12,568

２ 次世代育成環境学習推進事業 755

幼児自然体験型環境学習プログラムの普及を図るとともに、県

内のこどもエコクラブの交流会を開催するなど、こどもエコクラ

ブの活性化と設置拡大を図る。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

試験研究費 89,947 第２期センター中期計画（平成20年度から平成22年度）に基づき、

（琵琶湖環境科学研 (218,961) 琵琶湖をはじめ滋賀の環境を取り巻く課題の解決に向け、行政・社会

究センター） ニーズを反映した試験研究を推進する。

財 2,403

１ 試験研究の推進 43,744

寄 3,000 水・大気環境等の監視・評価のため、継続的な観察・モニタ

リングを実施するとともに、持続可能な滋賀モデルの構築、湖

○一 84,544 岸生態系の保全・修復・管理、面源負荷の削減、琵琶湖の低酸

素化の実態把握等について総合的に試験研究を推進する。

調査・資料収集事業 107,085 琵琶湖とその集水域を対象とした、調査研究、知識や情報の収集、

費（琵琶湖博物館） (186,816) その成果の発信、博物館資料としての活用、水族資料の管理等を行

う。

使 28,571 １ 研究調査の実施 31,000

琵琶湖の生成や琵琶湖と人々の関わりに関する研究、さらに

諸 3,200 は展示に関する研究等を実施する。

○一 75,314

展示事業費（琵琶湖 96,720 調査研究の成果や地域に根ざした身近な話題を材料とし、人と自然

博物館） (167,811) の関わり等について展示を行う。

１ 企画展の開催 28,996

使 95,500 企画展 日仏共同企画展「ファーブルにまなぶ」の開催

財 1,220



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【琵琶湖再生課】

琵琶湖総合保全対策 141,002 琵琶湖の総合保全の着実な推進に必要な調査・検討等を行うととも

費 (56,756) に、河川流域単位での取り組みの支援を行う。

国 55,200 １ 琵琶湖を総合的に保全するための調査・検討 119,487

(1) 湖沼水質保全計画（流出水対策等）推進事業 9,487

繰 60,500 赤野井湾流域流出水対策推進計画の進行管理を行うため、

フォローアップ会議の開催等を行う。

(2) 内湖再生検討事業 110,000

○一 25,302 「早崎内湖再生計画(案)」をもとに実施計画を策定するため

の地形測量等を実施する。

２ 琵琶湖総合保全流域活動促進支援事業 930

７つの「流域アジェンダ」の活動を促進するとともに、「琵琶

湖流域ネットワーク委員会」に支援を行う。

３ 琵琶湖の総合保全に向けての総合的・学際的な調査検討

14,581

水質汚濁メカニズム解明調査を継続して実施するととに、学術

委員会において琵琶湖再生の方向性や琵琶湖再生調査の内容等に

ついての検討を進める。

(1)難分解性有機物ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ詳細調査および特性調査

(2)琵琶湖流域統合管理モデル（難分解性有機物関連）の構築

(3)琵琶湖総合保全学術委員会の開催

自然公園管理行政費 32,790 滋賀県琵琶湖のレジャー利用の適正化に関する条例に基づき、外来

(57,440) 魚のノーリリースの定着や、水上オートバイの迷惑行為の監視取締を

実施する。また従来型２サイクルエンジンの環境対策型エンジンへの

転換を推進する。

○一 32,790

１ 琵琶湖レジャー利用適正化推進事業 28,580

(1) プレジャーボートの航行規制 13,496

湖岸周辺の住民の生活環境を騒音から保全するため、湖岸、

湖上から航行規制水域の指導監視や取り締りを行う。

(2) 環境対策型エンジンへの転換 2,636

環境対策型エンジンの普及状況調査等を行うとともに、従来

型２サイクルエンジン艇の取締りを行う。

(3) 外来魚のリリース禁止 11,513

外来魚回収ボックス、イケスでの回収を行う。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【循環社会推進課】

循環型社会形成推進 70,102 廃棄物の発生を抑制するとともに、発生した廃棄物については再利

費 (93,235) 用するなど、廃棄物を資源として活用するための施策を推進する。

１ 産業３Ｒ推進事業 69,684

財 675

(1) リサイクル製品認定事業 1,586

リサイクル製品認定制度や認定された製品の普及促進を図

繰 29,197 る。

(2) 産業廃棄物減量化技術研究開発事業 9,068

○一 40,230 排出事業者等が行う産業廃棄物の発生抑制や資源化の研究開

発等を支援する。

(3) 民間事業者循環資源活用施設整備支援事業 12,568

民間事業者が行う産業廃棄物資源化施設整備を支援する。

(4) 廃棄物の資源化仲人事業 6,650

廃棄物の減量化や再生利用等に関する情報提供および企業相

談等により、事業者によるゼロエミッションを推進する。

廃棄物処理施設整備 33,550 県一般廃棄物処理広域化計画に基づき、市町・一部事務組合が設置

促進事業費 ( 83,691) する廃棄物処理施設の広域化を促進するとともに、リサイクルの推進

や廃棄物の適正処理を行う施設の整備を支援することにより、生活環

境の保全を図る。

国 950

１ 廃棄物処理施設整備事業促進市町交付金 11,355

市町等が行うごみ処理施設、リサイクルセンター、ストックヤ

○一 32,600 ード等の整備を支援する。

２ し尿処理施設ＮＰ除去高次処理施設維持管理費補助金 19,763

し尿処理施設での窒素、りん除去の高次処理に要する維持管理

経費を支援する。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

散在性ごみ対策事業 31,925 滋賀県ごみの散乱防止に関する条例の趣旨徹底を図るとともに市町

費 (49,857) や関係機関と連携した散在性ごみ対策を実施する。

１ 淡海エコフォスター事業 5,870

○一 31,925 道路、河川、湖岸等の公共的場所で美化清掃活動を行うボラン

ティア団体に活動経費を支援する。

生活排水対策事業費 76,644 生活排水に係る対策として、浄化槽の設置および適正な維持管理を

(81,442) 推進する。

１ 生活排水対策推進事業 17,841

国 50

(1) 浄化槽適正管理推進事業 4,000

浄化槽管理者への啓発、浄化槽台帳の整備、市町担当者講習

○一 76,594 会の開催等を行う。

(2) 浄化槽法定検査効率化導入推進事業 391

法定検査の効率化検査方式導入のための体制整備を行う。

２ 浄化槽設置整備等事業 58,535

(1) 浄化槽設置整備等事業費補助金 43,535

市町が実施する合併処理浄化槽の設置推進事業を支援する。

(2) 合併処理浄化槽維持管理事業費補助金 15,000

市町が実施する浄化槽維持管理推進事業を支援する。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

産業廃棄物対策事業 195,189 産業廃棄物の適正処理を推進するため、排出事業者や処理業者に対

費 (177,888) する指導、監視等を行う。また、アール・ディエンジニアリング社産

業廃棄物最終処分場問題の解決のための取組みを実施する。

使 42,516 １ 産業廃棄物適正処理対策事業 36,945

産業廃棄物の処理状況を把握し、産業廃棄物処理業者への適正

処理に関する指導・啓発等を行う。

繰 1,580

(1) PCB廃棄物対策基金補助事業 21,000

独立行政法人環境再生保全機構が造成するPCB廃棄物処理基

起 34,300 金への支援を通じて、県内におけるPCBの適正処理を推進す

る。

○一 116,793 (2) 産業廃棄物管理票交付等状況報告データ整理事業 2,789

産業廃棄物排出業者から提出される報告から、県内の産業廃

棄物排出状況を把握する。

２ 最終処分場特別対策事業 130,093

アール・ディエンジニアリング社産業廃棄物最終処分場からの

生活環境保全上の支障除去に着手する。引き続き事業者等の責任

を追及する。

(1) 最終処分場支障除去対策工 113,630

特定支障除去等事業に関する詳細設計、焼却炉内のダイオキ

シン類の洗浄

(2) 事業者責任追及 1,663

(3) 処分場施設管理 5,800

環境事業公社等事業 1,435,710 財団法人滋賀県環境事業公社が設置する公共関与による産業廃棄物

促進費 (1,031,275) 管理型最終処分場（クリーンセンター滋賀）の円滑な運営を図る。

繰 55,000 １ 周辺地域振興事業 57,500

諸 485,216 ２ 搬入道路建設事業 150,000

起 121,100 ３ 滋賀県環境事業公社運営資金貸付金 461,091

○一 774,394 ○新４ 滋賀県環境事業公社出えん金 757,911

クリーンセンター滋賀の経営安定と周辺整備事業の推進を図る

ため、滋賀県環境事業公社に出えんする。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

産業廃棄物不法投棄 44,022 産業廃棄物の不適正事案に対して、迅速かつ厳正な対応を行い、県

防止対策費 (42,707) 民の快適な生活環境を保全する。

１ 不法投棄未然防止対策事業 1,013

繰 22,150 不法投棄防止の普及啓発をはじめ、不適正処理を防止するため

電子マニフェスト普及を促進し、未然防止を図る。

○一 21,872 ２ 監視・通報体制事業 17,023

監視指導員の配置、監視パトロールの業務委託などにより、不

法投棄等の早期発見を図る。

３ 地域協働原状回復事業 2,000

地域住民が主体となって産業廃棄物の不法投棄現場を原状回復

する場合に支援する。

新しい環境習慣推進 3,781 大量消費型の生活様式を見直し、環境に配慮した行動を実践し、そ

費 (9,829) れを生活習慣にまで高めた「新しい環境習慣」の確立を目指す。

財 1,491 １ 新しい環境習慣推進事業 1,541

環境にやさしい買い物キャンペーンの推進等を行う。

○一 2,290 ２ 滋賀グリーン購入ネットワーク推進事業 2,240

滋賀グリーン購入ネットワークの活動支援等を行う。

環境保全県民運動推 5,772 快適な生活環境を確保するため、県民運動として展開されている水

進費 (7,492) 環境保全や環境美化の活動を支援する。

１ 環境美化活動推進事業 5,772

○一 5,772 美しい湖国をつくる会の活動支援等を行う。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【下 水 道 課】

公共下水道促進事業 60,050 １ 市町が実施する公共下水道事業等に対して助成を行う。

費 (206,361)

(1) 公共下水道整備水洗化促進等交付金 50,132

公共下水道整備事業、公共下水道高度化事業および水洗化促

○一 60,050 進事業を実施する市町に対して支援を行う。

処理区管理費 8,049,462 流域下水道施設を維持管理し、琵琶湖をはじめとする公共用水域の

(7,990,910) 水質を保全し、県民の快適な住環境を実現する。

分 7,113,942 湖南中部処理区管理費 4,462,082 (4,295,307)

財 33,147 湖西処理区管理費 1,148,505 (1,006,964)

繰 897,582 東北部処理区管理費 1,889,073 (1,712,547)

諸 4,537 高島処理区管理費 549,802 ( 455,108)

（ ）は管理運営委託料

使 254



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

流域下水道建設事業 10,569,314 生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、「マザーレイ

費 (10,774,416) ク２１計画」に基づき、流域下水道建設事業を推進する。

国 6,216,400 工事箇所 箇所数 見積額

湖南中部処理区 4,856,134

分 2,175,922

処理場 水処理設備改築更新工事

繰 30,322 管 渠 管渠築造工事 １工区

（守山栗東雨水幹線古高工区）

諸 1,070 ポンプ場 耐震工事、改築更新工事

起 2,145,600 湖西処理区 73,497

処理場 水処理土木施設改築更新工事

東北部処理区 5,283,448

処理場 水処理施設増設工事、水処理

設備改築更新工事

管 渠 管渠築造工事

（長浜第二幹線松原磯工区ほか) ６工区

ポンプ場 増設

高島処理区 356,235

処理場 急速濾過原水ポンプ増設

ポンプ場 増設



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【森林政策課・

森林保全課】

琵琶湖森林づくり事 1,367,000 琵琶湖森林づくり基本計画に基づき、琵琶湖森林づくり県民税充当

業費 (1,132,700) 事業として、環境を重視した森林づくりと県民協働による森林づくり

を実施する。

国 93,980

１ 陽光差し込む健康な森林づくり事業 300,030

財 809 間伐促進マップの作成や調査を行い、針広混交林へ移行する環

境林の整備や農業用水、漁場保全で重要な区域における除間伐を

繰 642,211 実施する。

○一 630,000 ２ 長寿の森奨励事業 45,000

手入れの行き届いた長伐期林に誘導するため、森林を適切に管

理するための活動を支援する。

３ 森林を育む間伐材利用促進事業 30,180

資源循環と地球温暖化防止のため、間伐材の搬出を促進する。

４ 里山リニューアル事業 93,000

荒廃している里山を県民が森林に親しみ利用できる場所とする

ため、市町が実施する里山の整備を支援する。

５ 協働の森づくりの啓発事業 18,829

「協働の森づくり」の実践と定着を図るため、森林の価値や森

づくりの必要性を普及啓発する。

６ みんなの森づくり活動支援事業 43,178

市町と森林所有者および里山保全グループが協働で行う里山づ

くりや地域の活動団体による森林づくり活動を支援する。

７ 未来へつなぐ木の良さ体感事業 108,474

県産材を地域内で消費する地産地消の必要性を啓発する。

８ 森林環境学習「やまのこ」事業 97,500

小学校４年生を対象に森林環境学習を実施する。



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

森林組合振興対策費 75,943 森林・林業振興の担い手である森林組合の育成強化とともに、新規

(80,666) 就業者の育成など林業労働力の確保および労働災害の防止を図る。

林業労働力対策事業 14,658

国 1,251

財 7,088

諸 60,120

○一 7,484

林産物生産流通振興 33,110 地域材利用促進のための事業を実施する。

対策費 (205,376)

○新滋賀県型木材生産流通システム構築事業 1,736

本県にふさわしい木材の生産流通システムを構築するための調査

諸 30,300 検討等を行う。

使 1,173

○一 1,627

造林公社運営費 276,559 （社）滋賀県造林公社および（財）びわ湖造林公社の運営に必要な

( 360,700) 管理経費と森林整備に要する経費を支出する。

滋賀県造林公社出資金 84,100

○一 276,559

びわ湖造林公社出捐金 191,900



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

林野公共事業 2,060,761 森林・林業関連の公共事業を実施する。

(3,651,863)

補助公共事業

事 業 名 箇所数等 見積額

国 1,068,774

補 助 造 林 事 業 2,533 ha 555,244

分 4,800

補 助 林 道 事 業 9 路線 318,450

起 654,500

補 助 治 山 事 業 59 箇所 1,166,454

○一 332,687

単独公共事業

事 業 名 箇所数等 見積額

単 独 林 道 事 業 10 路線 6,010

単 独 治 山 事 業 8 箇所 14,603



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

【自然環境保全課】

自然環境保全推進費 13,114 「ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例」に基づき、希

(15,507) 少野生動植物の保護やその生息・生育環境の保護を図るとともに、外

来種の防除対策を推進し、生物多様性の保全に向けた総合的な対策を

推進する。

○一 13,114

１ 野生生物保全対策事業 3,077

「滋賀県で大切にすべき野生生物」（滋賀県レッドデータブ

ック2005年版）策定後の野生生物の生息・生育状況の変化につ

いてモニタリング調査を継続的に実施する。

２ 生物多様性攪乱対策事業 243

国内外から侵入し、生態系や農林水産業等に係る被害を及ぼす

おそれのある外来生物の効果的な防除対策を検討する。

３ いきもののにぎわい復活プロジェクト 4,182

野生動植物の生息・生育環境の保全等に関する長期構想の策定

や、希少種の生息・生育地保護区の指定、監視および希少種の状

況調査等を推進する。

自然公園施設整備 5,000 外来植物の侵入や多数の観光客の集中利用等により、伊吹山の自然

事業費 (15,808) 環境の劣化が懸念されるため、伊吹山再生のための構想を策定し、自

然再生事業に着手する。

国 2,250 自然公園施設等整備事業

伊吹山自然再生事業 5,000

○一 2,750



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

鳥獣保護推進費 31,711 鳥獣保護施策を推進するとともに、狩猟免許制度を適切に実施す

(27,250) る。

○新 ＣＯＰ１０・滋賀県こども環境特派員事業 4,801

使 5,094 韓国で開催される第10回ラムサール条約締結国会議(ＣＯＰ１０)

に滋賀県の子ども達を派遣し、本県の取組の発表、韓国の登録湿地

の訪問、現地との交流を深め、子ども達の鳥獣保護意識の向上を図

○一 26,617 る。

鳥獣対策費 32,025 有害鳥獣対策を総合的に推進し、農林水産業被害等の軽減を図るこ

(45,540) とにより、野生鳥獣との共生を図る。

１ 特定鳥獣保護管理計画推進事業 375

○一 32,025 ニホンジカの特定鳥獣保護管理計画の推進のための検討および

ツキノワグマ特定鳥獣保護管理計画の策定等を行う。

２ 特定鳥獣保護管理計画モニタリング調査（ツキノワグマ）事業

3,500

ツキノワグマ特定鳥獣保護管理計画の策定を受けて、ツキノワ

グマの生息状況調査を行う。

３ カワウ生態調査事業 1,000

カワウの繁殖率や行動範囲に関する生態調査を行い、今後の被

害対策手法の検討材料とする。

４ カワウ総合対策推進事業 6,000

竹生島に管理用歩道を整備し、継続的に営巣地に立ち入り、営

巣妨害、追い払いを行う事業に助成する。また、カワウ総合対策

計画の進捗管理、対策効果の検証、広域対策を実施する。

５ 獣害対策推進プロジェクト 18,700

地域ぐるみの獣害対策の充実・強化を図り、農林業被害等の軽

減を通じて、人と野生動物との共生の実現を目指す。

(1) 人づくり推進事業 1,933

・有害鳥獣捕獲等従事者の技能向上等

(2) ニホンジカ広域一斉防除推進事業 10,667

(3) ＰＤＣＡ徹底事業 5,200

・有害獣に関するモニタリング調査等



単位：千円

事 業 名 当初予算見積額 説 明
(前年度予算額)

ヨシ群落保全事業費 20,500 琵琶湖のヨシ群落が持つ多様な機能が健全な形で発揮されるよう、

(51,865) ヨシ群落保全条例およびヨシ群落保全基本計画に基づき、適切な保全

策を講じる。

国 8,100 ヨシ群落保全管理事業費 20,000

○一 12,400 (1) ヨシ群落造成事業 18,000

(2) ヨシ群落現存状況調査 2,000

水草刈取事業費 50,686 大量に繁茂し、生活環境や船舶の航行に支障のある琵琶湖の水草に

(84,404) ついて、緊急性や公共性の高いところから重点的に刈り取りを行う。

水草刈取事業 50,186

財 47,243

○一 3,443


